















　本目録で扱うサメジラミ科 Pandaridaeはカイアシ亜綱 Copepodaの管口目 Siphonostomatoidaに属する甲
殻類である。本科に属する種はすべて海水魚に寄生し，淡水魚に寄生する種はない。その名前が示すように，









美（石井，1916a, 1916b），C. B. Wilson（Wilson, 1922），丸川久俊（丸川，1927）に引き継がれ，京都大学
（後に岡山大学）の山口左仲と三重県立大学の椎野季雄が分類学的研究で極めて大きな成果を挙げた
（Yamaguti, 1936；Yamaguti and Yamasu, 1959, 1960；Shiino, 1954a, 1954b, 1955, 1957, 1959, 1960）。わが国
と世界各地で得られた知見は，山口が1963年に『Parasitic Copepoda and Branchiura of ﬁshes』（Yamaguti, 
1963）に収録して当時の集大成を図った。近年は，三重大学を退職後，伊澤海洋生物学研究所を主宰する
伊澤邦彦が分類学的研究を精力的に実施している（Izawa, 2010a, 2010b, 2010c, 2012）。また，広島大学の長
澤和也と博士研究員であった D. Tang（Nagasawa and Nakaya, 1997；Tang et al., 2010, 2012；Nagasawa and 





















　サメジラミ科カイアシ類の分類体系に関しては Yamaguti（1963），Kabata（1979），Boxshall and Halsey
（2004）が参考になる。東アジアにおける本科に関する知見は韓国（Kim, 1998），中国（Yu, 1933；Song 
and Kuang, 1980），台湾（Ho, 1963；Cressey, 1967；Ho et al., 2012）を除いて極めて限られている。本目録は，
筆者らによる日本産寄生性カイアシ類目録の第12報である（ニセエラジラミ科［長澤ら，2007］；イカリム






Subclass Copepoda Milne Edwards, 1830
新カイアシ下綱
Infraclass Neocopepoda Huys and Boxshall, 1991
管口目（シフォノストム目）
Order Siphonostomatoida Burmeister, 1835
　本目を管口目（シフォノストム目）と呼ぶ経緯については長澤ら（2010）が記している。
サメジラミ科
Family Pandaridae Mile Edwards, 1840
　サメジラミ科と近縁科に関して，近年，広島大学の博士研究員であった D. Tangらの研究（Tang et al., 
2012）によって大きな変更が行われた。それは，19世紀半ば以降，長年にわたって独立した科であったマ




（Kabata, 1979；Boxshall and Halsey, 2004；Izawa, 2008）。このため，Tang et al.（2012）の研究によって，
サメジラミ科は分類学的に大きく異なる魚類（板鰓類と条鰭類）に寄生するカイアシ類を含むことになった。
　本科の標準和名として，古くは「パンダルス科」（丸川，1947）が用いられたが，椎野（1957：138）が「サ






Genus Achtheinus C. B. Wilson, 1908
　新標準和名は，本属に含まれるフトバラサメジラミ（新称）Achtheinus pingiusの標準和名に従う。
フトバラサメジラミ（新称）
Achtheinus pingius C. B. Wilson, 1912
異名リスト：Achtheinus japonicus （cf. Wilson, 1922）， Achtheinus galeorhini （cf. Yamaguti, 1936）， Perissopus 
oblongatus （cf. Yamaguchi et al., 2003）
宿主：ホシザメMustelus manazo （= Galeorhinus megalops）， ツマリツノザメ Squalus brevirostris （= Squalus 
megalops）， ツノザメ属の1種 Squalus sp. （= Acanthias sp.）
寄生部位：鰭，鰓，鼻腔
地理的分布：北太平洋（東京湾：Yamaguchi et al., 2003；Izawa, 2010c；神奈川県三崎：Wilson, 1922；静岡
県伊豆近海：Izawa, 2010c；静岡県沼津：Yamaguti, 1936）
備考：本種の詳細な分類学的研究が Izawa（2010c）によって行われた。本種は大西洋，インド洋，北西太




Genus Cecropus Leach, 1816
　本属は以前マンボウノシラミ科 Cecropidaeに収められていたが（例えば Yamaguti, 1936；Boxshall and 
Halsey, 2004），近年この科はサメジラミ科の異名とされている（Tang et al., 2012）。新標準和名は，本属に
含まれるマンボウノチョウ Cecropus latreilliiの標準和名に従う。
マンボウノチョウ
Cecropus latreillii Leach, 1816









Genus Demoleus Heller, 1865
　新標準和名は，本属に含まれるドウナガサメジラミ（新称）Demoleus latusの標準和名に従う。
ドウナガサメジラミ（新称）
Demoleus latus Shiino, 1954





Genus Dinemoleus Cressey and Boyle, 1978
　標準和名は長澤（2009）に従う。
メガマウスザメジラミ
Dinemoleus indeprensus Cressey and Boyle, 1978
宿主：メガマウスザメMegachasma pelagios
寄生部位：体表
地理的分布：北太平洋（神奈川県相模湾：Nagasawa and Senou, 2012），日本海（福岡県博多湾：高田，








Dinemoura latifolia (Steenstrup and Lütken, 1861)
異名リスト：Dinematura latifolia（cf. Shiino, 1954a, 1957）








Dinemoura producta (Müller, 1785) 








Genus Echthrogaleus Steenstrup and Lütken, 1861
　標準和名は椎野（1964：125）に従う。
ヨシキリジラミ
Echthrogaleus coleoptratus (Guérin-Méneville, 1837)
宿主：アオザメ Isurus oxyrinchus （= Isuropsis glauca）， ネズミザメLamna ditropsis， ヒラガシラRhizoprionodon 
acutus，ヨシキリザメ Prionace glauca（= Glyphis glauca）
寄生部位：体表，鰭，口腔底
地理的分布：北太平洋（宮城県気仙沼港：Shiino, 1957；愛知県渥美半島沖［遠州灘］：Izawa, 2010a；三重




雌成体は他の研究者によっても記載され（Yamaguti, 1936；Shiino, 1954a, 1957；Izawa, 2010a），雌コペ
ポディド5期も記載された（Izawa, 2010a）。本種は北太平洋，北大西洋，インド洋に広く分布する（Cressey, 
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1967）。近隣では韓国（Kim, 1998）と台湾（Ho et al., 2012）から記録がある。わが国における本種の知
見を長澤（2017）が整理している。標準和名は丸川（1927）に従う。
ヨシキリジラミモドキ
Echthrogaleus denticulatus Smith, 1873
宿主：アオザメ Isurus oxyrinchus（= Isuropsis glauca），ニタリ Alopias pelagicus，ヨシキリザメ Prionace 







Echthrogaleus asiaticus Ho, Liu and Lin, 2012
異名リスト：Echthrogaleus denticulatus（cf. Ho and Kim, 1996）
宿主：ホホジロザメ Carcharodon carcharias
寄生部位：［鰭］
地理的分布：北太平洋（北海道渡島半島沖：Ho and Kim, 1996）
備考：本種は，わが国では当初，ヨシキリジラミモドキ Echthrogaleus denticulatusとして報告された（Ho 
and Kim, 1996）。しかし，台湾で採集された標本に基づいて，日本産標本も本種と判明した（Ho et al., 
2012）。わが国における本種の知見を長澤（2017）が整理している。標準和名は長澤（2017）に従う。
ミツクリザメジラミ






Genus Gangliopus Gerstaecker, 1854
　新標準和名は，下記のマルミサメジラミ Gangliopus pyriformisの備考を参照のこと。
マルミサメジラミ（新称）





備考：本種は大洋に広く分布し，ヨシキリザメの鰓に普通に見られる（Cressey, 1967）。Yamaguti and 
Yamasu（1960）は台湾産マカジキ Kajikia audax（= Tetrapturus mitsukurii）の鰓から本種（=Gangliopus 
tetrapturi）を得た。新標準和名は本種の生殖節が丸い形状（＝丸身）を呈することに因る。
マヨイサメジラミ属
Genus Luetkenia Claus, 1864
　本属は以前マンボウノシラミ科 Cecropidaeに収められていたが（例えば Boxshall and Halsey, 2004），近年，
この科はサメジラミ科の異名とされている（Tang et al., 2012）。標準和名は Uyeno et al.（2016）に従う。
マヨイサメジラミ
Luetkenia elongata Shiino, 1963
宿主：アマシイラ Luvarus imperials
寄生部位：体表 
地理的分布：北太平洋（神奈川県江の島：Uyeno et al., 2016）
備考：本種は日本以外では米国カリフォルニア沖から記録がある（Shiino, 1963）。本種が寄生していたアマ
シイラは江の島海岸に漂着したものである（Uyeno et al., 2016）。標準和名は Uyeno et al.（2016）に従う。
ホソミサメジラミ属（新称）
Genus Nesippus Heller, 1868
　新標準和名は，下記のホソミサメジラミ Nesippus orientalisの備考を参照のこと。
ホソミサメジラミ（新称）








宿主：ヨゴレ Carcharhinus longimanus（= Pterolamiops longimanus）
寄生部位：体表
地理的分布：北太平洋（Kabata and Gusev, 1966）
94 長澤和也・上野大輔
マンボウノシラミ属（新称）
Genus Orthagoriscicola Poche, 1902
　本属は以前マンボウノシラミ科 Cecropidaeに収められていたが（例えば Shiino, 1954b；Boxshall and 
Halsey, 2004），近年，この科はサメジラミ科の異名とされている（Tang et al., 2012）。新標準和名は，本属
に含まれる唯一の種，マンボウノシラミ Orthagoriscicola muricatusの標準和名に従う。
マンボウノシラミ
Orthagoriscicola muricatus (Krøyer, 1837)
異名リスト：Laemargus muricatus （cf. 宍戸， 1898b）， Orthagoriscicola sp. （cf. 石井， 1916a）， Orthagoriscicola 
muricata （cf. 石井，1916b；Shiino, 1954）







Genus Pandarus Leach, 1816
　標準和名は椎野（1964：125）に従う。
シイノサメジラミ
Pandarus cranchii Leach, 1819
異名リスト：Pandarus satyrus（cf. Shiino, 1954a, 1957, 1959, 1960）
宿主：アオザメ Isurus oxyrinchus（= Isuropsis glauca, Isuruss glaucus），ニタリ Alopias pelagicus，ヨシキリ
ザメ Prionace glauca（= Glyphis glauca），シロシュモクザメ Sphyrna zygaena，シノノメサカタザメ
Rhina ancylostoma，種不明サメ類 unspeciﬁed shark，マカジキ Kajikia audax（= Makaira mitsukurii）
寄生部位：体表
地理的分布：北太平洋（宮城県気仙沼沖：Shiino, 1957；愛知県渥美半島沖［遠州灘］：Izawa, 2010a；三重
県浜島・尾鷲魚市場・大王崎：Shiino, 1954a, 1959, 1960；和歌山県紀伊勝浦：Izawa, 2010a）










備考：本種はオーストラリア沖の標本に基づいて記載された（Norman et al., 2000）。新標準和名は，本種が
ジンベエザメに寄生することに因る。
サメジラミ
Pandarus satyrus Dana, 1852
宿主：アオザメ Isurus oxyrinchus，ヨシキリザメ Prionace glauca，ヨゴレ Carcharhinus longimanus（= 
Pterolamiops longimanus）
寄生部位：体表，口腔




Pandarus smithii Rathbun, 1886






Genus Pannosus Cressey, 1967
　新標準和名は，本属に含まれる唯一の種，ヤマトサメジラミ（新称）Pannosus japonicusの標準和名に従う。
ヤマトサメジラミ（新称）
Pannosus japonicus (Shiino, 1960)








Genus Paranesippus Shiino, 1955
　新標準和名は，本属に含まれるヘラツノザメジラミ（新称）Paranesippus incisusの標準和名に従う。
ヘラツノザメジラミ（新称）
Paranesippus incisus Shiino, 1955





Genus Philorthagoriscus Horst, 1897
　本属は以前マンボウノシラミ科 Cecropidaeに収められていたが（例えば Shiino, 1954b；Boxshall and 
Halsey, 2004），近年，この科はサメジラミ科の異名とされている（Tang et al., 2012）。新標準和名は，本属
に含まれる唯一の種，マンボウノヒフヤドリ（新称）Philorthagoriscus serratusの標準和名に従う。
マンボウノヒフヤドリ（新称）
Philorthagoriscus serratus (Krøyer, 1863)
異名リスト：Philorthagoriscus sp.（cf. 石井，1916a）





ノチョウ Cecropus latreilliiとともに見られ，大西洋や太平洋に分布する（Kabata, 1979: 235）。新標準和
名は，本種がマンボウの体表（皮膚）に寄生していることに因る。
ジンベエザメエラジラミ属




Prosaetes rhinodontis (Wright, 1876)
異名リスト：Dysgamus atlanticus（cf. Williams and Williams, 1986）
宿主：ジンベエザメ Rhincodon typus
寄生部位：鰓耙，口腔
地理的分布：東シナ海（沖縄県本部町山川沖の生簀：Tang et al., 2010, 2012），水族館（国営沖縄記念公園
水族館［沖縄美ら海水族館の前身］：Williams and Williams, 1986；海遊館：城戸ら，2016）


















Pseudopandarus scyllii Yamaguti and Yamasu, 1959
宿主：ドチザメ Triakis scyllium
寄生部位：鰭
地理的分布：水族館（玉野海洋博物館付属水族館：Yamaguti and Yamasu, 1959）















　　　ミツクリザメMitsukurina owstoni：ミツクリザメジラミ Echthrogaleus mitsukurinae
　　メガマウスザメ科Megachasmidae
　　　メガマウスザメMegachasma pelagios：メガマウスザメジラミ Dinemoleus indeprensus
　　ネズミザメ科 Lamnidae
　　　アオ ザメ Isurus oxyrinchus：ツバササメジラミ Dinemoura latifolia，ヨシキリジラミ Echthrogaleus 
coleoptratus，ヨシキリジラミモドキ Echthrogaleus denticulatus，シイノサメジラミ Pandarus 
cranchii，サメジラミ Pandarus satyrus
　　　ネズ ミザメ Lamna ditropis：ツバササメジラミ Dinemoura latifolia，オオツバササメジラミ
Dinemoura producta，ヨシキリジラミ Echthrogaleus coleoptratus
　　　ホホ ジロザメ Carchardon carcharis：トウヨウサメジラミ Echthrogaleus asiaticus
　　オナガザメ科 Alopiidae
　　　ニタ リAlopias pelagicus：ヨシキリジラミモドキEchthrogaleus denticulatus， シイノサメジラミPandarus 
cranchii
　　　マオ ナガ Alopias vulpinus：マルミサメジラミ Gangliopus pyriformis
　メジロザメ目 Carcharhiniformes
　　ドチザメ科 Triakididae
　　　シロザメMustelus griseus：シロザメジラミ Pseudopandarus gracilis
　　　ドチザメ Triakis scyllium：サメジラミモドキ Pseudopandarus scyllii
　　　ホシザメMustelus manazo：フトバラサメジラミ Achtheinus pingius
　　メジロザメ科 Carcharhinidae
　　　ヒラガシラ Rhizoprionodon acutus：ヨシキリジラミ Echthrogaleus coleoptratus
　　　ヨシ キリザメ Prionace glauca：ツバササメジラミ Dinemoura latifolia，ヨシキリジラミ Echthrogaleus 
coleoptratus，ヨシキリジラミモドキ Echthrogaleus denticulatus，シイノサメジラミ Pandarus 
cranchii，サメジラミ Pandarus satyrus，イザワサメジラミ Pandarus smithii
　　　ヨゴ レ Carcharhinus longimanus：ホソミサメジラミ属の1種 Nesippus sp.，サメジラミ Pandarus 
satyrus
　　シュモクザメ科 Sphyrnidae
　　　シロ シュモクザメ Sphyrna zygaena：ヨシキリジラミモドキ Echthrogaleus denticulatus，ホソミサメ








　　　ツマリツノザメ Squalus brevirostris：フトバラサメジラミ Achtheinus pingius
　　　ツノザメ属の1種 Squalus sp.：フトバラサメジラミ Achtheinus pingius










　　　アカマンボウ Lamprius guttatus：マンボウノチョウ Cecropus latreillii
　スズキ目 Perciformes
　　アマシイラ科 Luvaridae
　　　アマシイラ Luvarus imperials：マヨイサメジラミ Luetkenia elongata
　　マカジキ科 Istiophoridae
　　　マカジキ Kajikia audax：シイノサメジラミ Pandarus cranchii
　フグ目 Tetraodontiformes
　　マンボウ科Molidae
　　　マン ボウ Mola sp. B：マンボウノチョウ Cecropus latreillii，マンボウノシラミ Orthagoriscicola 
muricatus，マンボウノヒフヤドリ Philorthagoriscus serratus









12種：Hewitt, 1967a, 1967b），ブラジル（5属12種：Luque and Tavares, 2007），メキシコ（7属9種：Morales-
Serna et al., 2012），カナダ（6属8種：Kabata, 1988），英国（9属9種と未同定2種：Kabata, 1979）（いずれの
国もサメジラミ科とマンボウノシラミ科の種数を合わせた値）と比べてみると，わが国での値が世界で最も
多いことが分かる。すなわち，日本は世界で最も豊かなサメジラミ科カイアシ類相を有する国である。これ
は，山口左仲博士（Yamaguti, 1936；Yamaguti and Yamasu, 1959, 1960），椎野季雄博士（Shiino, 1954a, 













ク海からの記録はなく，日本海（Nagasawa and Nakaya, 1997）や東シナ海（Tang et al., 2010, 2012）からは
少数の記録があるに過ぎない。また，温帯水域からの記録が多くを占め，琉球列島を含む亜熱帯水域からの








メジラミ Pandarus satyrus，シイノサメジラミ Pandarus cranchii，イザワサメジラミ Pandarus smithii，ジ
ンベエザメジラミ Pandarus rhincodonicus）が知られる。これに対し，近隣の台湾から Pandarus carcharini 
Ho, 1963と Pandarus niger Kirtesinghe, 1950（Ho, 1963；Cressey, 1967），また韓国から Pandarus niger（Kim, 
1998）が記録されている。これらはいずれも日本から未記録である。更に，日本産ジンベエザメジラミの
報文（田中ら，2015）には形態の詳細情報が含まれていない。サメジラミ属はわが国で最もよく研究され
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A checklist of copepods of the family Pandaridae (Siphonostomatoida)
from fishes in Japanese waters (1898-2017)
Kazuya Nagasawa1) and Daisuke Uyeno2) 
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1-4-4 Kagamiyama, Higashi-Hiroshima, Hiroshima 739-8528, Japan
2) Graduate School of Science and Engineering, Kagoshima University,
1-21-35 Korimoto, Kagoshima, Kagoshima 890-0065, Japan
Abstract　　Based on the literature published between 1898 and 2017, a checklist is compiled for the 24 
nominal species in 16 genera (Achtheinus [1 sp.], Cecropus [1 sp.], Demoleus [1 sp.], Dinemoleus [1 sp.], 
Dinemoura [2 spp.], Echthrogaleus [4 spp.], Gangliopus [1 sp.], Luetkenia [1 sp.], Nesippus [1 sp.], 
Orthagoriscicola [1 sp.], Pandarus [4 spp.], Parnnosus [1 sp.], Paranesippus [1 sp.], Philorthagoriscus 
[1 sp.], Prosaetes [1 sp.], and Pseudopandarus [2 spp.]) of the copepod family Pandaridae from Japanese 
ﬁshes. This checklist contains information for each taxon regarding its host(s), attachment site(s), known 
geographical distribution in Japanese waters, and references. A host-parasite list is also given.
Key words: bibliography, checklist, Copepoda, elasmobranchs, ﬁsh parasites, Pandaridae
